
★大阪府入試出題内容別・形式別傾向分析（過去4年間）

【問題数】
R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
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【英語】

令和6年度大阪府入試の全体傾向
　●大問構成，問題数について
　  ○Ａ(基礎)，Ｂ(標準)，Ｃ(発展)の３区分の中から各校が選択する方式。
　　　大問数は昨年と同じ。
 　 ○小問数，リスニング問題数，英作文の問題数ともに昨年と同じ。
　●出題傾向について
　  ○基本的にＡ・Ｂは，教科書範囲内の内容。Ｃの出題形式は英作文以外は
　　　すべて選択問題だが，設問文も英語なので難易度が高い。

・Ａの対話文は，Ｂの対話文の内容を短くまとめたものとなっている。Ｃは短めの英
文を数多く出題する形式。
・Ａ･Ｂは英語の質問に英語で答える問題や並べかえなど，英語を書かせる問題が多
い。Ｃは選択問題のみだが，出題の形式はバラエティに富んでいる。

 ■　■　長文，対話文読解

・Ａは和文英訳と流れに合う英文を書く問題，Ｂは20語程度で条件に合った英文を書
く問題が出題された。Ｃは語数の指定はないが，かなりまとまった量の英作文が求め
られている。また，Ｃはリスニングでも英問英答の形で，長い英文を書く必要があ
る。

 ■　■　英作文

語形変化
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日本語[英語]で答える問題
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